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は
じ
め
に

令
和
５
年
２
月
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

農
山
漁
村
滞
在
型
旅
行
で
あ
る
農
泊
を
は
じ
め
、

我
が
国
の
観
光
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
下
、

日
本
の
農
山
漁
村
の
素
晴
ら
し
さ
は
再
認
識
が
進
み
、

農
山
漁
村
回
帰
の
兆
候
は
益
々
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
、

国
内
外
の
観
光
客
の
消
費
額
増
加
や

満
足
度
向
上
に
繋
が
る
観
光
の
目
玉
と
し
て
、

農
泊
の
推
進
が
益
々
重
要
と
な
り
ま
す
。

本
ナ
レ
ッ
ジ
集
は
、
東
北
地
方
の
農
泊
地
域
が

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
実
践
の
取
組
み
の
事
例
や

ナ
レ
ッ
ジ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

地
域
全
体
に
拡
げ
て
い
く
た
め
に

必
要
な
考
え
方
や
取
組
み
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

今
ま
さ
に
農
泊
に
取
組
ん
で
い
る
皆
様
、

こ
れ
か
ら
取
組
も
う
と
考
え
て
い
る
皆
様
に
と
っ
て
、

本
書
が
農
山
漁
村
地
域
の
発
展
・

活
性
化
推
進
の
一
助
に
な
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

農
林
水
産
省  

東
北
農
政
局
　
　

農
村
振
興
部
農
村
計
画
課

本
ナ
レ
ッ
ジ
集
の
狙
い

令
和
５
年
３
月
現
在
、
全
国
の
農
泊
地
域
は

５
９
０
地
域
を
数
え
、
内
、
東
北
地
方
で
も

90
地
域
が
認
定
を
さ
れ
、
全
国
的
な
広
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

活
動
の
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

農
泊
地
域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
ナ
レ
ッ
ジ
集
は
、
農
山
漁
村
滞
在
型
旅
行
で
あ
る

農
泊
を
活
用
し
な
が
ら
農
山
漁
村
地
域
の

活
性
化
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
組
織
、
団
体
、

自
治
体
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
さ
ら
に
は
地
域
に
貢
献
す
る

事
業
に
取
組
む
意
欲
の
高
い
事
業
者
や

住
民
の
方
々
が
、
農
泊
へ
の
理
解
を
深
め
、

推
進
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
に
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
農
泊
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
地
域
の
方
々
、

あ
る
い
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
農
泊
を

ど
の
よ
う
に
地
域
全
体
の
活
性
化
に
展
開
し
て
い
く
べ
き
か

お
悩
み
の
方
々
が
、
地
域
で
の
実
際
の
取
組
み
を
検
討
す
る
際
に
、

本
ナ
レ
ッ
ジ
集
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
本
書
は
東
北
農
政
局
令
和
４
年
度

　
農
泊
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
よ
り
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人 

全
国
農
協
観
光
協
会
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ネ
ラ
テ
ィ
ブ（
再
生
）だ
ろ
う
。

〈
参
考
文
献
〉

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
泊
に
よ
る
農
村

活
性
化
の
現
状
と
課
題 
―
日
本
，
イ
タ
リ

ア
，フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
事
例
を
中
心
に
―
」

第
９
章 

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ア
グ
リ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、農
林
水
産
政
策
研
究
所
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト【
農
泊
】研
究

資
料 

第
２
号（
２
０
２
２
年
２
月
）

ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ノ
・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ジ（
著
）、

工
藤 

裕
子
他（
翻
訳
）『
イ
タ
リ
ア
料
理
大

全　
厨
房
の
学
と
よ
い
食
の
術
』　 

平
凡
社 

（
２
０
２
０
年
）

〈
Ｕ
Ｒ
Ｌ
〉

フ
ァ
ッ
ジ
ョ
ー
リ
農
場

http://w
w

w
.fattoriefaggioli.it/

巻頭特集

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
期
の
農
泊
に
つ
い
て
学
ぼ

う
と
イ
タ
リ
ア（
２
０
２
３
年
２
月
２
４
日
～
３

月
７
日
）を
訪
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
北
部
に
位
置
す

る
エ
ミ
リ
ア
＝
ロ
マ
ー
ニ
ャ
州（
州
都
は
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
市
）の「
フ
ァ
ッ
ジ
ョ
ー
リ
農
場
」に
７
泊
し

た
。
同
州
は
ア
ド
リ
ア
海
に
も
面
す
る
が
、
農
業

地
域
と
し
て
も
有
名
で
、
ワ
イ
ン
、
ハ
ム
、
チ
ー

ズ
、
バ
ル
サ
ミ
コ
酢
な
ど
原
産
地
呼
称
を
得
た
農

産
物
が
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
Ｅ
U
で
一
番
多
い
地
域

で
あ
る
。

　
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
主

催
者
は
中
央
大
学
法
学
部
工
藤
裕
子
教
授
。
工

藤
氏
は
２
０
０
２
年
か
ら
学
部
生
を
対
象
の
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学

の
教
員
や
地
域
活
性
化
関
連
の
社
会
人
も
多
く
参

加
し
て
き
た
。
一
昨
年
と
去
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
し
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
の
現
地
開
催
。
今
回
の

参
加
者
は
大
学
生
、
社
会
人
３
人
の
計
14
人
だ
っ

た
が
、
こ
れ
ま
で
に
リ
ピ
ー
タ
ー
参
加
者
も
多
く
、

イ
タ
リ
ア
の
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
に
学
ぶ

巻頭
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持
続
可
能
な
農
泊 

・ 

農
観
連
携

同
志
社
大
学

政
策
学
部  

総
合
政
策
科
学
研
究
科

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス  

教
授

大
和
田  

順
子

累
計
で
の
べ
４
０
０
人
以
上
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
。

　
フ
ァ
ッ
ジ
ョ
ー
リ
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
氏
が
農
泊
を

始
め
た
の
は
１
９
８
２
年
。
１
９
４
７
年
ロ
マ
ー

ニ
ャ
郊
外
の
農
家
に
生
ま
れ
、
19
歳
で
建
設
会
社

に
就
職
し
14
年
勤
め
た
。
33
歳
の
時
、
自
然
と
共

存
す
る
暮
ら
し
が
重
要
だ
と
考
え
、
妻
と
二
人
の

娘
と
移
住
し
、
農
泊（
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
）を
始

め
た
。
そ
の
後
、
標
高
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
中

山
間
地
域
、
小
高
い
丘
と
周
辺
の
農
地
と
施
設
の

あ
る
現
在
の
場
所
に
移
設
し
た
。
農
場
の
敷
地
は

約
10
ｈ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
野
菜
や
果
樹
を
有
機
農
法

で
栽
培
し
て
い
る
。建
物
の
ベ
ッ
ド
数
は
25
、キ
ッ

チ
ン
の
付
い
た
部
屋
も
あ
る
。
共
用
の
ダ
イ
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
、
研
修
室
な
ど
が
あ
る
。
電
力
は
太
陽

光
、
風
力
で
自
給
し
余
剰
分
を
売
電
し
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
は

１
９
８
５
年
に
法
制
化
、
２
０
０
６
年
の
改
正
を

経
て
現
在
に
至
る
。
２
０
０
６
年
に
は
国
と
し
て

の
統
一
し
た
格
付
け
制
度
も
作
ら
れ
た
。
同
農
場

も
５
つ
の
ひ
ま
わ
り
を
表
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

州
に
よ
っ
て
も
独
自
の
基
準
が
あ
り
、
例
え
ば
ロ

マ
ー
ニ
ャ
州
で
は「
自
家
農
産
物
を
最
低
35
％
、

自
家
農
産
物
・
保
護
原
産
地
呼
称（
Ｄ
Ｏ
Ｐ
）・
保

護
地
理
表
示（
Ｉ
Ｇ
Ｐ
）・
有
機
農
産
物
を
80
％
以

上
」な
ど
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。ア
グ
リ
ツ
ー

リ
ズ
モ
は
全
国
に
２
５
，
０
０
０
程
度
あ
る
が
、

イ
タ
リ
ア
は
国
土
が
南
北
に
長
い
の
で
文
化
や
生

物
多
様
性
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
特
徴

を
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

　
多
く
の
街
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
チ
ー
ズ
工
房
な
ど

を
訪
問
し
た
が
、
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
農
場

か
ら
車
で
20
分
、人
口
約
１
３
．０
０
０
人
の
フ
ォ

ル
リ
ン
ポ
ポ
リ
市
に
あ
る
体
験
型
食
文
化
博
物
館

「
カ
ー
ザ
・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ジ
」で
あ
る
。
同
市
出
身

の
商
人
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ノ・ア
ル
ト
ゥ
ー
ジ
氏
は
、

『
厨
房
の
学
と
よ
い
食
の
術
』の
著
者
で
、
同
書
は

１
８
９
１
年
に
出
版
さ
れ
た
後
約
20
年
に
渡
り
、

著
者
自
ら
15
回
も
改
訂
し
、
イ
タ
リ
ア
で
最
も
多

く
読
ま
れ
て
い
る
料
理
の
本
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア

料
理
７
９
０
の
レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
施

設
に
は
図
書
館
、レ
ス
ト
ラ
ン
、イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
、
料
理
学
校
が
あ
る
が
、
今
回
は
地
元
に
特
有

の
パ
ン（
ピ
ア
デ
ィ
ー
ナ
）作
り
を
体
験
し
た
。
地

元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
女
性
た
ち
が
、
大
勢
手
伝
っ

て
く
れ
る
の
で
皆
上
手
に
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

農
場
で
も
パ
ス
タ（
タ
リ
ア
テ
ッ
レ
）や
ア
ル

ト
ゥ
ー
ジ
・
レ
シ
ピ
の
料
理
づ
く
り
体
験
、
農
場

内
の
散
策
な
ど
を
行
っ
た
。
出
さ
れ
る
野
菜
は
農

場
の
有
機
野
菜
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム
は
果
樹
の

加
工
品
で
あ
る
。
料
理
は
次
女
の
フ
ェ
デ
リ
カ
さ

ん
が
担
当
し
て
い
る
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
家
族
で

戻
っ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
間
、
休
業
し
た
期
間
も
あ
っ
た
が
、

同
農
場
の
顧
客
は
５
，
８
２
０
家
族
、
約
１
５
，

０
０
０
人
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
い
る
。
彼
ら
の
中
に

は
コ
ロ
ナ
期
は
家
族
で
長
期
滞
在
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
仕
事
を
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
人
た
ち
も

複
数
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
世
界
か
ら
の
観
光
客
が
増
え
て

い
く
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
大

都
市
で
は
飽
き
足
ら
な
い
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
田
舎
と
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
、
人
々
は

行
き
先
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な
気
持
ち
に

な
れ
る
の
か
、
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
が
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
の
進
化
系
だ
。
こ
れ
ま

で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
無
駄
を
生
ん
で
い
る
。

単
な
る
お
客
さ
ん
で
は
な
く
、
友
人
と
し
て
心
と

心
を
通
わ
せ
る
も
の
、
昔
の
よ
う
な
人
間
関
係
に

基
づ
く
お
買
い
物
、
そ
う
い
う
こ
と
の
回
復
を

願
っ
て
い
る
。そ
し
て
、地
域
全
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
し
、仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
、

レ
ス
ト
ラ
ン
も
皆
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。」

　
主
語
は
私
で
は
な
く
私
た
ち
、
町
全
体
、
地
域

全
体
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
い
う
フ
ァ
ッ
ジ
ョ
ー
リ
氏
の
言
葉
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　

翻
っ
て
日
本
で
あ
る
が
、「
和
食
：
日
本
人
の

伝
統
的
な
食
文
化
」は
２
０
１
３
年
に
ユ
ネ
ス
コ

の
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
和
食
文
化
の

特
徴
と
し
て
、
多
様
で
新
鮮
な
食
材
と
そ
の
持
ち

味
の
尊
重
、
健
康
的
な
食
生
活
を
支
え
る
栄
養
バ

ラ
ン
ス
、
自
然
の
美
し
さ
や
季
節
の
移
ろ
い
の
表

現
、
正
月
な
ど
年
中
行
事
と
の
密
接
な
関
わ
り
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い

る
地
域
が
日
本
に
は
13
あ
る
。
筆
者
は
世
界
農
業

遺
産
等
専
門
家
会
議
委
員
を
務
め
て
い
た
こ
と
か

ら
、
現
在
も
各
地
の
認
定
地
域
を
訪
問
し
、
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
機
会
が
多
く
あ
る
。
認

定
地
域
は
い
ず
れ
も
伝
統
の
あ
る
農
林
業
シ
ス
テ

ム
に
基
づ
い
た
食
文
化
や
生
物
多
様
性
、
景
観
な

ど
が
あ
る
。
農
林
水
産
物
を
は
じ
め
、
地
元
食
材

や
在
来
作
物
を
使
っ
た
食
材
の
伝
統
的
な
活
用
法

や
郷
土
料
理
の
価
値
を
も
っ
と
前
面
に
出
す
方
が

良
い
と
常
々
思
う
。
伝
統
料
理
づ
く
り
や
伝
統
工

芸
、
伝
統
芸
能
体
験
や
地
域
の
人
と
歩
く
フ
ッ
ト

パ
ス
な
ど
の
方
が
、
都
市
に
は
な
い
農
山
漁
村
の

暮
ら
し
体
験
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
部
の
大
人
や

外
国
人
に
は
新
鮮
で
魅
力
的
だ
と
思
う
。

　

今
回
の
イ
タ
リ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
、

世
の
東
西
を
問
わ
ず
、
伝
統
あ
る
、
そ
の
土
地
固

有
の
食
文
化
や
食
材
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
農
林

水
産
業
、生
物
多
様
性
、景
観
、そ
し
て
な
に
よ
り
、

そ
こ
に
住
む
人
々
こ
そ
が
最
も
魅
力
的
な
存
在
だ

と
改
め
て
実
感
し
た
。
持
続
可
能
な
農
泊
・
農
観

連
携
に
つ
な
が
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
や
は
り
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ

テ
ィ（
本
物・信
頼
で
き
る
も
の
）で
あ
り
、リ
ジ
ェ

農場での夕食風景。農場主も一緒に。皆で作ったタリアテッレ。

農場の外観。アグリツーリズモ認証マークが掲出されている。

カーザ・アルトゥージ。料理教室のボランティア《マリエッタ》の皆さん

東京生まれ・育ち、京都在住。
東急百貨店、東急総合研究所、英国化粧品ブランド（ザ・ボディショップ）、
環境コンサルティング会社等でマーケティングの実務を経て独立。
2002年、日本にLOHAS（ロハス）を紹介。
地域力創造アドバイザー（総務省）として、全国各地の農山漁村で
世界農業遺産や地域資源を活かしたサステナブルな地域づくりを支援。
主な著書に	 『アグリ・コミュニティビジネス』（2011年、学芸出版社）
	 『新コモンズ論』（共著、2016年、中央大学出版会）
	 『SDGsを活かす地域づくり』（編著、2022年、晃洋書房）
	 『ソーシャル・イノベーションの理論と実践』（共著、2022年、明石書店）等
2022年1月、総務省「ふるさとづくり大賞」個人表彰総務大臣表彰を受賞
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北
上
高
地
最
大
の
盆
地
で
あ
る
遠
野
盆
地
に
位

置
す
る
人
口
２
万
５
千
人
の
街・岩
手
県
遠
野
市
。

『
遠
野
物
語
』や
民
話
な
ど
で
知
ら
れ
、
観
光
客
は

年
間
１
５
０
万
人
を
数
え
る
が
、
通
過
型
観
光
が

多
く
宿
泊
客
は
約
10
万
人
。
宿
泊
客
の
増
加
や
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
認
知
度
向
上
で
立
ち
寄
り
を
促

し
、
消
費
を
拡
大
す
る
こ
と
が
課
題
だ
。

　

遠
野
山
里
ネ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

遠
野
ら
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
を
観
光
商
品
と
し
て

コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
な
が
ら
、
地
域
、
農
村
の
賑

わ
い
の
低
下
を
解
決
す
る
た
め
、
旅
行
者
が
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
え
る
旅
を
提
案
し
て

い
る
。
交
流
に
よ
っ
て
、
地
域
に
誇
り
や
生
き

が
い
を
も
た
ら
す「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」

と
い
う
側
面
も
強
い
。

　

２
０
０
３
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
、
そ
の
後
、

旅
行
業
第
３
種
を
取
得
。
２
０
１
９
年
に
は
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
営
業
拠
点
と
し
て「
遠

野
旅
の
産
地
直
売
所
」を
開
設
し
、
町
場
で
の
体

験「
ま
ち
ぶ
ら
」里
山
で
の
体
験「
さ
と
ぶ
ら
」「
民

泊
」「
ツ
ア
ー
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
旅
行
商
品
の
販

売
を
本
格
化
し
た
。「
棚
田
で
の
交
流
」「
文
化
、

歴
史
巡
り
」に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
遠
野
旅
産
直
」の
立
ち
上
げ
ま
で
は
農
家
民
泊

の
送
客
や
募
集
型
旅
行
企
画
が
中
心
だ
っ
た
。
遠

野
旅
産
直
を
始
め
、
農
作
業
体
験
や
料
理
作
り
体

験
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
農
業
と
絡
め
た
内
容

を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
て「
さ
と
ぶ
ら
」に
、
町
場
も
グ

リ
ー
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
発
想
で
紹
介
す
る「
ま

ち
ぶ
ら
」と
し
て
メ
ニ
ュ
ー
化
を
し
た
。

　
「
ま
ち
ぶ
ら
」は
和
菓
子
屋
で
の
お
菓
子
作
り
体

験
や
商
店
主
と
の
お
土
産
付
き
の
交
流
な
ど
、
遠

野
の
街
で
少
し
変
わ
っ
た
体
験
を
し
て
も
ら
う
。

多
様
な
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
40
～
90
分

　

岩
手
県
遠
野
市
で
農
泊
な
ど
を
通
し
て
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
践
し
て
き
た

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
遠
野
山
里
ネ
ッ
ト
）。「
遠

野
ら
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
」や
四
季
の
自
然
景
観
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、「
遠

野
旅
の
産
地
直
売
所
」を
立
ち
上
げ
、
旅
行
商
品
の
販
売
を
本
格
化
さ
せ
て
い
た
と
こ

ろ
、
２
０
２
０
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
に
直
面
し
た
。
だ
が
、
遠
野

山
里
ネ
ッ
ト
は
こ
の
期
間
を「
準
備
期
間
」に
位
置
付
け
、
農
泊
の
担
い
手
拡
大
や
地
元

住
民
を
対
象
に
し
た
超
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
、
市
内
の
業
者
と
の
連
携
に
務

め
た
。
既
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
需
要
の
取
り
込
み
に
も
手
応
え
を
得
て
い
る
。
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遠
野
ら
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
の
お
す
そ
分
け

遠
野
旅
産
直
／
超
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

岩
手
県
遠
野
市　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

里山での体験「さとぶら」の一幕

▲遠野のグリーン・ツーリズムが目指すもの ▲遠野旅産直のWEBサイト

ほ
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
短
時
間
の
メ
ニ
ュ
ー
と
農
泊
を
組
み

合
わ
せ
て
１
泊
２
日
の
ツ
ア
ー
も
で
き
る
。
午
後

の
到
着
後
に
ま
ち
ぶ
ら
や
買
い
物
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
、
農
泊
し
、
２
日
目
の
午
前
は
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
組
み
込
む
と
い
っ
た
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
日
程
が
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の

魅
力
を
感
じ
た
い
人
が
農
泊
を
利
用
す
る
傾
向

が
あ
る
が
、
そ
れ
を
農
泊
以
外
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら
反

響
を
呼
ん
で
い
た
が
、
２
０
２
０
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
禍
が
直
撃
。
95
％
の
旅
行
需
要
が
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
。

　

た
だ
、
遠
野
山
里
ネ
ッ
ト
は
こ
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
よ
う
と
挑
戦
を
止
め
な
か
っ

た
。
遠
野
山
里
ネ
ッ
ト
の
主
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
田
村
隆
雅
さ
ん（
42
）は「
コ
ロ
ナ
禍
は
準

備
期
間
と
農
家
に
伝
え
て
農
家
民
宿
と
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
の
開
業
を
促
し
ま
し
た
。
前
向
き
に
頑
張

ろ
う
と
、
二
人
三
脚
で
農
家
民
宿
の
人
と
開
業
し

た
こ
の
時
期
は
転
換
点
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」と
語
る
。

　

市
の
助
成
金
を
得
て
、
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
そ

の
ま
ま
市
民
向
け
に
実
施
し「
超
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」を
実
践
。
市
民
向
け
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
１
年
で
２
回
実
施
し
８
０
０
人
が
参
加

し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
や
新
聞
折
り

込
み
広
告
も
積
極
的
に
行
い
、
市
内
で
の
認
知

度
は
急
速
に
ア
ッ
プ
。
複
数
の
事
業
者
と
の
連

携
も
進
ん
だ
。

　

未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
緩
和
が
見
通
せ
て

い
な
か
っ
た
昨
年
９
月
、
ホ
ッ
プ
の
一
大
産
地

と
い
う
土
地
柄
を
活
か
し「
ビ
ア
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」も
始
ま
っ
た
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設
で
仕
事

を
し
た
後
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
旬
の
食
材
と

地
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
、
古
民
家
で
田
舎
暮
ら
し

を
体
験
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
自
然
を
満
喫
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

田
村
さ
ん
は「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
観
光
需
要

が
減
っ
た
間
、
積
極
的
に
市
内
の
人
と
議
論
し
て

メ
ニ
ュ
ー
を
作
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
、
で
き

あ
が
っ
た
」と
語
る
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
活
性
化
策
と
し
て
、
昨
年

末
、
遠
野
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
旅
産
直

の
旅
行
券
を
出
し
た
。
モ
ノ
だ
け
で
は
な
く
コ
ト

消
費
を
ふ
る
さ
と
納
税
で
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う

取
り
組
み
だ
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
韓
国
、
台
湾
か
ら
春
の
予
約
が
10
人
、

20
人
単
位
で
入
っ
て
い
る
。
海
外
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
か
ら
農
家
民
泊
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う
細

か
い
案
件
も
結
構
来
て
い
る
。

　
「
遠
野
に
は
交
流
を
楽
し
ん
で
や
っ
て
く
れ
る

地
元
の
人
が
す
で
に
い
て
、
移
住
者
を
寛
容
に
受

け
入
れ
て
く
れ
る
人
も
多
い
。
今
後
も
遠
野
の
農

泊
の
魅
力
を
さ
ら
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」と
田

［ 現　職 ］
認定NPO法人
遠野山・里・暮らしネットワーク
主任コーディネーター

岩手県遠野市在住。1980年東京都江戸
川区出身。地域コミュニティに興味が
あり東洋大学社会学部へ入学。担当教
員がグリーン・ツーリズムの研究者で、
九州や東北でのフィールドワークに同
行したのをきっかけに、2004年遠野に
移住。同NPO入社。現在は事業計画や
資金確保、コーディネートが主な業務。
2018年から、いわてグリーン・ツーリズ
ムネットワーク事務局も兼任。2019年
秋に遠野のグリーン・ツーリズム販売
所「遠野旅の産地直売所」を遠野駅前
にオープンさせる。岩手県遠野にある
「人」「暮らし」「文化・歴史」等の魅
力を確信し、広義のグリーン・ツーリズ
ムの実践を通してここで暮らす方が誇
りを持って住み続けられるために事業
を展開中。

［ 資　格 ］
岩手県グリーン・ツーリズム推進協議会

「地域指導コーディネーター」
「体験インストラクター」

岩手県「移住コーディネーター」
一）日本ファームステイ協会

「農泊品質評価員」

田 村  隆 雅 （42）
岩手県遠野市在住

第１章　●　with コロナ期の新たな取組事例

村
さ
ん
。
移
住
者
が
農
泊
な
ど
に
挑
戦
す
る
時
、

先
輩
に
あ
た
る
地
元
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

実
践
者
が
親
身
に
な
っ
て
教
え
て
く
れ
る
こ
と
も

多
い
。
遠
野
山
里
ネ
ッ
ト
も
地
域
が
元
気
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
長
年
活
動
し
、
そ
れ
が
信
頼
関
係

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

▲遠野旅の産地直売所について
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第１章　●　with コロナ期の新たな取組事例

　
「
や
ま
が
た
農
泊
総
合
ガ
イ
ド
」は
、
Ａ
５
版

１
２
２
ペ
ー
ジ
で
、
53
会
員
に
よ
る
82
施
設
の
情

報
を
分
野
ご
と
に
ま
と
め
、
60
カ
所
に
の
ぼ
る
農

山
漁
村
地
域
で
の
景
観
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い

る
。
さ
ら
に
読
み
物
と
し
て「
農
泊
を
楽
し
む
」を

テ
ー
マ
に
し
た
企
画
も
掲
載
し
て
い
る
。

　
山
形
県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

の
武
田
剛
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
総
合
ガ
イ
ド
に
つ

い
て「
県
全
体
の
農
泊
関
連
の
情
報
を
集
約
、
発

信
す
る
の
が
狙
い
」と
語
る
。
農
泊
体
験
施
設
の

具
体
的
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
編

集
さ
れ
て
お
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
期
の
旅
行
者

に
と
っ
て
は
総
合
ガ
イ
ド
を
手
に
旅
行
プ
ラ
ン
を

つ
く
る
こ
と
に
も
役
立
つ
。

　
農
泊
を
体
験
で
き
る「
や
ま
が
た
農
泊
体
験
塾
」

も
令
和
３
年
度
か
ら
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
移
住
や
旅
行
先
と
し
て
地
方
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
緑
豊
か
な
エ
リ
ア
に
あ
る
農
家
民
宿
や
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
、
旧
校
舎
な
ど
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
施
設
に
１
泊
２
日
で
宿
泊
し
、
地
域
で
採
れ

る
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
食
事
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
体
験
や
交
流
等
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
内
容

だ
。
武
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は「
農
泊
を
体
験
で
き

る
企
画
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
」と
振

り
返
る
。　

　
総
合
ガ
イ
ド
作
成
や
体
験
塾
の
実
施
ま
で
、
推

進
協
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

平
成
29
年
に
政
府
が
従
来
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム（
滞
在
型
の
余
暇
活
動
）か
ら
、
滞
在
先
で
宿

泊
や
飲
食
を
提
供
す
る
こ
と
で
滞
在
時
間
を
延
ば

し
、
地
域
が
得
ら
れ
る
利
益
を
増
大
さ
せ
る「
農

泊
」の
推
進
に
舵
を
切
っ
た
。
た
だ
当
時
、
山
形

県
内
は
産
地
直
売
や
食
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
関
心
は

高
ま
っ
て
い
た
が
、
農
家
の
高
齢
化
や
世
代
交
代

停
滞
な
ど
も
あ
り
農
家
民
宿
や
農
山
村
体
験
で
の

受
け
入
れ
は
取
り
組
み
が
停
滞
し
て
い
た
。

　

山
形
県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
令

和
３
年
度
か
ら
続
け
て
い
る
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
県
全
体
の
農
泊
関

連
情
報
を
集
約
し
た
冊
子「
や
ま
が
た
農
泊
総
合
ガ
イ
ド
」は
地
域
資
源
に
関
す
る
情
報

を
、
農
泊
に
関
連
す
る「
宿
泊
」「
食
事
」「
体
験
」「
直
売
」「
景
観
」に
分
け
て
一
元
化
。

県
全
体
の
農
泊
の
実
施
状
況
が
一
冊
で
わ
か
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に「
や
ま

が
た
農
泊
体
験
塾
」と
し
て
手
軽
に
農
泊
を
楽
し
め
る
環
境
作
り
を
進
め
た
。
旅
行
需

要
が
高
ま
る
中
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

手
軽
に
農
泊
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
を

や
ま
が
た
農
泊
総
合
ガ
イ
ド
・
や
ま
が
た
農
泊
体
験
塾
の
取
組
み

山
形
県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会　

武
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
鈴
木
事
務
局
長 

に
聞
く

置賜エリア飯豊町でのやまがた農泊体験塾のようす

大江町やまさぁーべでの
やまがた農泊体験塾のようす

▲やまがた農泊総合ガイド

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
推
進
協
は
農
泊
の
取
り

組
み
を
平
成
30
年
に
開
始
。
県
全
体
で
農
泊
の
新

た
な
担
い
手
を
掘
り
起
し
、
分
野
別
に
意
欲
の
あ

る
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
着
手
。
鈴
木
事
務
局

長
は「
宿
泊
、
食
、
体
験
の
３
分
野
を
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
で
地
域
が
一
丸
と
な
れ
る
取
り
組
み
を

始
め
た
」と
振
り
返
る
。

　
最
初
の
取
り
組
み
は「
食
」。「
地
域
の
食
」を
活

用
し
た「
や
ま
が
た
農
園
ラ
ン
チ
め
ぐ
り
」を
実

施
し
た
。
特
典
付
き
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
り
、

令
和
元
年
度
が
１
４
８
４
冊
、
令
和
２
年
度
は

２
４
９
１
冊
、
令
和
３
年
度
は
１
５
８
５
冊
を
販

売
。
武
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は「
農
泊
の
実
践
者
に

協
議
会
活
動
の
意
義
を
知
っ
て
も
ら
い
つ
つ
、
食

を
通
し
て
農
山
漁
村
に
人
を
呼
び
込
む
の
が
目
的

で
し
た
」と
語
る
。

　
次
に
取
り
組
ん
だ
の
は「
宿
泊
」。
宿
泊
施
設
の

連
携
体
制
を
つ
く
る
た
め「
農
家
の
お
宿
の
会
」を

組
織
し
、
利
用
拡
大
と
質
の
向
上
を
目
指
し
た
。

当
初
は
７
軒
の
農
家
民
宿
で
組
織
し
た
が
、
現
在

は
25
軒
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。「
体
験
」は
、
農
山

漁
村
を
楽
し
む
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
体
的
な
情

報
発
信
の
た
め
推
進
協
サ
イ
ト
内
に「
農
山
漁
村
体

験
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
」を
開
設
。

　

一
方
、
令
和
２
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

発
生
し
、
農
家
民
宿
、
農
泊
は
ほ
と
ん
ど
が
休
業

と
な
っ
た
。
農
村
に
は
高
齢
者
が
多
く
、
都
市
部

か
ら
の
訪
問
客
へ
の
警
戒
感
も
強
か
っ
た
。
た
だ
、

国
の
調
査
で
は
若
い
人
が
農
山
漁
村
へ
の
旅
行
や

移
住
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
推

進
協
会
は
取
り
組
み
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
コ
ロ
ナ
後
の
活
用
を
想
定

し
て
作
っ
た
の
が
冊
子「
や
ま
が
た
農
泊
総
合
ガ

イ
ド
」だ
。
掲
載
料
は
１
ペ
ー
ジ
４
０
０
０
円
と

格
安
で
、
販
売
は
こ
れ
ま
で
約
５
０
０
冊
。
購
入

者
か
ら
は「
こ
れ
を
見
て
様
々
な
所
に
行
け
る
」と

の
声
が
届
い
て
お
り
、
今
後
は
首
都
圏
で
の
販
売

増
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
体
験
塾
は「
農
泊
を
手
軽
に
楽
し
み
た
い
」と
い

う
層
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
実
践
者
の
連
携
、
ま
た
は

県
の
出
先
機
関
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
基
本
で
、
ス
タ
ー
ト
時
は
モ
ニ
タ
ー
事

業
と
し
て
利
用
者
の
意
見
を
整
理
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

公
開
し
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
活
用
し
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
本
格
実
施
に
移
り
、「
農
家

の
お
宿
の
会
」の
参
加
者
に
よ
る
企
画
も
追
加
。
規

模
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
は
夏
の
体
験

塾
に
さ
く
ら
ん
ぼ
収
穫
体

験
を
入
れ
る
な
ど
さ
ら
に

拡
大
す
る
予
定
だ
。ま
た
、

仙
台
圏
や
首
都
圏
向
け
の

情
報
発
信
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
増
や
し
て
い
く
。

　
推
進
協
は
日
本
フ
ァ
ー

ム
ス
テ
イ
協
会
の
農
泊
品

質
評
価
支
援
制
度
を
活
用

し
、
農
家
民
宿
の
質
を
向

［ 目　的 ］グリーン・ツーリズムを推進するた
めに必要な普及、情報発信、受入態勢整備等
の条件整備実践者、推進組織、関係機関・団
体等が一体となって実施し、都市と農村との交
流等による農山漁村地域の活性化を図る。

［ 設　立 ］1995 年（平成 7 年）6 月

［ 役　員 ］会長八木文明（長井 GT ネットワー
ク会長、葉っぱ塾主宰）副会長４名、監事２名
※会長・副会長は県内 4 地域の実践者の代表と
県観光部所管課長、幹事 12 名
※県内４地域から実践者各 1 ～ 2 名・
　各総合支庁観光室長＋県農林部所管課長

［ 事務局 ］
事務局長 1 名（県職員 OB）、
事務局員 2 名、農泊アドバイザー（非常勤）

［ 会　員 ］会員数 214 
※令和 4 年 6 月 1 日現在（内訳）
実践者 132、推進組織・交流施設 32、
賛助会員 6、関係団体 8、行政 36（県・全市町村）

山形県グリーン · ツーリズム推進協議会

事務局長

鈴木　利弘
農泊アドバイザー

武田　  剛

上
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。
令
和
４
年
に

は
農
家
民
宿
10
軒
が
評
価
認
証
を
受
け
て
い
る
。

　

武
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は「
山
形
県
は
４
地
域
ご

と
に
独
自
の
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
。
地
域
に

よ
っ
て
、
特
徴
的
な
文
化
や
食
べ
物
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
が
で
き
る
。
そ
れ
を
一
番
色

濃
く
楽
し
め
る
の
が
農
泊
だ
と
思
い
ま
す
」と
話

し
て
い
る
。
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当
協
会
で
は
、設
立
当
初
か
ら
グ
リ
ー
ン・ツ
ー

リ
ズ
ム
及
び
農
泊
を
担
う
宿
泊
施
設
等
の
品
質
確

保
の
重
要
性
を
鑑
み
、
品
質
評
価
支
援
研
究
所
を

設
置
し
、
英
国
の
先
進
的
な
品
質
評
価
制
度
を
踏

ま
え
つ
つ
、
日
本
独
自
の
国
際
基
準
と
な
り
う
る

品
質
評
価
の
在
り
方
を
、多
面
的
に
検
討
を
続
け
、

２
０
２
１
年
度
に
、「
品
質
評
価
支
援
」制
度
を
立

ち
上
げ
、
全
国
的
な
展
開
に
向
け
て
、
事
業
開
始

に
至
っ
て
い
る
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
下
に
お
け

る「
衛
生
」「
安
全
」の
確
保
、「
快
適
性
」「
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
」の
保
証
、「
適
正
な
価
格
設
定
」等

の
客
観
的
な
基
準
の
公
示
、
宿
泊
関
連
施
設
間
の

品
質
格
差
や
旅
行
者
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

解
消
、
農
泊
実
践
地
の
品
質
を
底
上
げ
す
る
た
め

の
、
客
観
的
な
品
質
基
準
の
必
要
性
等
の
課
題
が

存
在
す
る
。

　

ま
た
国
内
外
で
、
旅
行
者
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化（
個
人

化
）が
進
展
し
て
お
り
、
受
入
サ
イ
ド
に
お
い
て

は
客
観
的
な
品
質
基
準
に
よ
る
情
報
提
供
・
発
信

に
よ
り 

、「
安
心
・
安
全
」 

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
戦

略
が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に　
わ
が
国
で
は
、
制
度
と
し
て「
品
質
」

を「
評
価
」し「
認
証
」す
る
ス
キ
ー
ム（
仕
組
み
）に

馴
染
み
が
薄
い
も
の
の
、
そ
れ
が
海
外
で
は
広
く

普
及
し
て
、
訪
日
客
や
国
内
の
旅
行
者
が
安
心
し

動
き
始
め
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
　
ー 

農
泊
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
代
に 

ー

　

3
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
も
、
収
束
へ
の
兆
し
が
見
え
、
日
本
政
府
も「
水
際

対
策
」を
緩
和
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
再
始
動
の
動
き
が
急
を
遂
げ
て
い
る
。
一
方
、

農
水
省
の「
農
泊
」事
業
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
認
定
が
開
始
さ
れ
、
２
０
２
２
年
3

月
現
在
、
全
国
で
５
９
９
地
域
が
認
定
さ
れ
、
都
道
府
県
で
平
均
13
地
域
弱
が
事
業
対

象
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
半
の
事
業
地
域
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
急
減

し
、
い
わ
ば「
休
眠
」状
態
が
今
日
ま
で
続
き
、
感
染
者
の
減
少
に
伴
う
政
府
の
コ
ロ
ナ

対
策
緩
和
に
よ
っ
て
、
外
国
人
観
光
客
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
他
方
、
都
市
部

に
お
い
て
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
新
し
い
働
き
方
や
、
生
活

様
式
が
一
気
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
農
泊
地
域
は
、
そ
の
受
入
地
域
と
し
て
、
こ
う
し

た
新
し
い
需
要
に
も
対
応
で
き
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

農
泊
品
質
評
価
支
援
制
度
の
展
開

　
　

　
　

　
　

　
　

− 
そ
の
意
義
と
課
題 

−

（
一
社
）日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会　

品
質
評
価
支
援
研
究
所　

青
木
辰
司（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
） 

所
長
に
聞
く

品質評価員として任命された日本航空（株）の客室乗務員のみなさん

▲農泊品質評価支援制度

て
旅
行
先
に
農
泊
地
域
を
選
択
す
る
た
め
、
客
観

的
な
品
質
評
価
支
援
制
度
の
導
入
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
制
度
の
目
的
は
、国
際
基
準
を
踏
ま
え
た
、

日
本
独
自
の「
農
泊
品
質
評
価
支
援
制
度
」に
よ

り
、
農
泊
地
域
に
お
け
る
各
種
施
設
の
品
質
向
上

に
向
け
た
多
面
的
支
援
を
行
う
こ
と
に
あ
り
、
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
以
下
の
３
点
が
重
要

で
あ
る
。

①「
格
付
け
」や「
選
別
」で
は
な
い
、
個
々
の
実
践

者
の
品
質
改
善
と
、
農
泊
地
域
全
体
の
品
質
向

上
支
援
、
② 

客
観
的
基
準
に
基
づ
く
品
質
評
価
・

認
証
に
よ
る
安
心
・
安
全
の
提
供
。
③
改
善
提
案

や
苦
情
対
応
等
の
支
援
策
を
整
備
・
公
開
に
よ
る

実
践
者
の
参
加
促
進
。

　
ま
た
、
こ
の
評
価
事
業
に
よ
っ
て
期
待
で
き
る

効
果
と
し
て
は
、
①
実
践
者
の
達
成
す
べ
き
水
準

の
明
確
化
と
、
業
務
改
善
へ
の
活
用
、
②
質
の
高

い
施
設
情
報
の
ア
ピ
ー
ル
に
よ
る
、
集
客
力
の
向

上
と
適
正
な
価
格
設
定
に
よ
る
収
益
力
の
向
上
、

③
品
質
評
価
に
よ
る
、
安
心
・
安
全
の
提
供
と
、

旅
行
者
ニ
ー
ズ
と
の
円
滑
な
マ
ッ
チ
ン
グ
、
④
実

践
者
・
地
域
全
体
の
品
質
の
底
上
げ
に
よ
る
、
多

様
な
旅
行
者
を
呼
び
込
み
、
地
域
の
活
性
化
、
農

山
漁
村
の
価
値
の
再
発
見
と
地
域
へ
の
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
、
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

農
泊
宿
泊
施
設
に
対
し
て
は
、
協
会
認
定
の

「
品
質
評
価
員
」が
直
接
面
接
し
、
以
下
９
分
類

１
５
０
項
目
に
亘
っ
て
精
査
し
、
基
準
に
達
し
た

も
の
を
認
定
委
員
会
の
承
認
を
経
て
、
協
会
が
正

式
に
認
定
す
る
。

　

 

①
調
査
事
前
確
認
項
目
：
地
域
連
携
・
研
修（
改

善
活
動
）等
15
項
目
、
②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
関

連
項
目
：
施
設
の
安
心
・
安
全
に
関
わ
る
も
の
等

13
項
目
、　

③
事
前
情
報
提
供
・
情
報
発
信
関
連

項
目
・
予
約
・
価
格
・
フ
ロ
ン
ト
対
応
等
18
項
目
、　

④
共
有
、
客
室
等
の
施
設
関
連
項
目
：
18
項
目
、

⑤
浴
室
、
洗
面
所
・
ト
イ
レ
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等

設
備
関
連
項
目
26
項
目
、　

⑥
料
理
・
食
事
関
連

項
目（
※
食
事
提
供
の
あ
る
施
設
の
場
合
）：
15
項

目
、
⑦
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
関
連
項
目
：
17
項
目
、

⑧
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）対
応
関
連
項
目
：
22
項
目
、

⑨
環
境
・
立
地
関
連
項
目
：
９
項
目
。

　
評
価
は
、①
各
項
目
を
○
ま
た
は
×
に
て
評
価
、

②
得
点
結
果
を
９
分
類
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に

て
提
示
し
、
施
設
の
強
み
・
弱
み
を
見
え
る
化
。

③
項
目
毎
お
よ
び
総
合
的
な
評
価
に
コ
メ
ン
ト
を

提
示
。 

④
改
善
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
と
支
援

策
を
提
供
す
る
。

　
特
に
、
改
善
支
援
は
、
先
進
地
の
西
欧
に
は
な

青 木  辰 司
（一社）日本ファームステイ協会

品質評価支援研究所　所長

い
日
本
独
自
の
制
度
課
題
で
あ
り
、
仮
に
合
格
基

準
に
達
し
な
い
場
合
で
も
、
一
定
の
猶
予
期
間
内

で
の
改
善
が
確
認
し
た
場
合
、
追
加
認
定
す
る
と

い
う
、
弾
力
的
な
運
用
を
図
り
、
地
域
で
の
面
的

な
展
開
に
繋
げ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

　

農
泊
政
策
の
最
も
重
要
な
政
策
課
題
は
、
多

様
な
宿
泊
施
設
の
創
出
を
通
し
た
、
滞
在
型
旅

行
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
経
済
・
社
会
的
活
性

化
に
あ
る
。
そ
の
要
件
が
、
品
質
の
向
上
と
平

準
化
で
あ
り
、「
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
民
宿
」

へ
の
偏
見
や
既
成
観
念
を
打
破
す
る
、
上
質
の

心
の
お
も
て
な
し
と
、
交
流
の
実
現
を
具
現
化

す
る
た
め
に
も
、
品
質
評
価
支
援
事
業
の
定
着

を
図
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
再
ス
タ
ー
ト
に
不
可
欠

な「
農
泊
」の
品
質
確
保

「
品
質
評
価
支
援
制
度
」の
目
的

結
び
に
か
え
て

「
品
質
評
価
支
援
制
度
」の
内
容
と
課
題

世田谷区生涯大学講師。希望郷いわて

文化大使。元NPO法人「日本グリーン・

ツーリズムネットワークセンター」代表

理事。

環境共生の社会学の視点から、日本型

の都市農村関係構築について実践的な

提案を展開。最近は、政府の農泊政策

の定着に向けて、グリーン・ツーリズム

の理念を踏まえた持続可能なツーリズ

ムの具現化のため、品質評価支援の制

度化に向けた、実践研究及びその支援

に着手。岩手県遠野市には、1995年か

ら80回以上の訪問を重ね、東北ツーリ

ズム大学の設立やNPO法人「遠野山里

くらしネットワーク」の設立支援を行う

一方、熊本県人吉球磨地域には2004年

から70回以上訪問し、全国初の広域連

携型のグリーン・ツーリズムの先駆的

実践地域としての、人吉球磨地域の魅

力を内外へ発信して、助言・支援。著書

は、「グリーン・ツーリズム実践の社会

学」、「持続可能なグリーン・ツーリズム

－英国から学ぶ実践的農村再生」（い

ずれも丸善）、「転換するグリーン・ツー

リズム」（学芸出版社）等多数。2021年

7月には、人吉豪雨災害支援として、絵

本「川があふれた！まちが沈んだ日―

生きる力をくれたキジ馬くん」（パピル

スあい）を刊行。
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1  店名で検索すると Google の検索結果に表示される
　GBP に登録した情報は、店名で Google 検索や Google マッ
プで検索した際、トップページに自店舗の多様な情報（地図、
写真、営業時間、電話番号、クチコミ、混雑状況など）として
表示され、自分の店舗を Google で検索したユーザーが必ず目
にする情報となります。

2  新規客の獲得に有効
　スマートフォンでお店を検索する際、例えば「近くのラ
ンチ」と入力したら、検索場所から近く、ランチを提供す
る飲食店の候補が 3 店舗表示されます。ここ数年で検索
結果の精度が上がっており、「感じの良いカフェ」という
曖昧な言葉で検索しても、該当する店舗がユーザーの好
みに合わせて的確に表示されます。ユーザーはこのよう
に店舗を検索して探していることから、特に新規客の獲
得に有効なツールとして登録・活用が広がっています。

農泊でも活用できる！

Googleビジネスプロフィール活用法

　あなたが旅先でランチを食べたいと思ったら、どうやって
お店を調べていますか？ 日本の全世帯の 8 割以上で普及し
ているスマートフォンを使って、お店を検索する方が過半数
でしょう。Google マップは、お店を検索する時に、日本で
最も使われている地図アプリです。その Google マップなど
に掲載されている自分の店舗の情報を優先的に加筆編集でき
るツールが Google ビジネスプロフィール（GBP）です。あな
たが店舗の正当な所有者であり、ビジネスプロフィールを管
理する権限をもっていることが Google から承認されると、
営業時間、写真、最新情報などを追加し情報発信できるほか、
クチコミに返信し、顧客と直接メッセージのやりとりもでき
ます。OTA（オンライン旅行会社）と契約している宿泊施設は、
宿泊料金や OTA へのリンクボタンも表示されます。GBP は
飲食店だけでなく、小売店、宿泊施設、観光農園、観光ガイ
ドなど、顧客と直接対面する店舗や出張型サービスであれば
登録できます。図1）Google検索やGoogleマップの表示

図2）左:口コミの返信画面　中央:メニューの掲載　右:最新情報の投稿画面

3  Google に掲載される情報の編集が可能
　GBP の登録が承認されると、店舗情報を優先的に加
筆編集することができます。例えば臨時営業の変更など
の店舗情報の編集だけでなく、写真の投稿、クチコミへ
の返信や、商品／メニューの掲載、お店の最新情報を投
稿することもでき、あなたのお店やサービスの独自性
をしっかりと Google でアピールすることができます。
GBP はスマートフォンでも編集でき、ほとんどの機能
は無料で利用できます。

G o o g l eビジネスプロフィールに登 録し 、活用するメリット

G o o g l eビジネス
　 　 プロフィールとは

ブレイクタイム　●　Googleビジネスプロフィール活用法

　GBP に登録すると、電話の問い合わせ、経路検索、ウェブサ
イトのボタンが押された数などの様々な指標が無料で確認でき
ます。特に、ユーザーがビジネスを見つけた方法やユーザーが
どのキーワードを使って検索したかも 1 ヶ月単位で表示でき、
季節変動の大きい観光地の商売では季節特有のキーワード（例
えば「リンゴ狩り」など）がいつからユーザーに調べられている
かがわかります。ユーザーのニーズや動向分析にも役立つほか、
情報発信のタイミングの参考になります。これらもすべて無料
で利用可能です。

　家族の民宿経営を立て直し、リピート率 80％超、売上高 1 億円台にしたノウハウを
生かして、地方の小規模宿泊施設（民宿、旅館、ゲストハウス）、店舗の集客・経営コン
サルティングを行う。経営難に陥った民宿の事例では、安売り思考からの脱却と集客方
法の見直しで、2 年で売上が 2.5 倍に。「旦那さんが宿を営んでいるからこそ、我々経営
者の気持ちを汲んでくれる」が最も多いお客様の声。観光協会、商工会、商工会議所で
WEB 集客に関する研修講師を行うほか、夫婦揃って Google ビジネスプロフィール プ
ロダクトエキスパートとして認定されている。

コムサポートオフィスの紹介　

コムサポートオフィス 兵庫県豊岡市小田井町5-3  フラッツオダイ201
TEL 0796-24-3139　　https://www.com-support-co.jp/

G o o g l eビジネスプロフィール の
レポート例

図３）左：ビジネスプロフィールのレポート「パフォーマンスデータ」
　　　右：ビジネスプロフィールの表示につながった検索語句

登録に際しては、ご自身や店舗専用の Google アカウント（無料で登録できます）

スマートフォン、タブレットまたは PC 等の電子通信機器が必要です。

Google マップアプリで自分の店舗名を
検索し、情報を表示させます。「すべて

表示」をタップすると、登録されていない店舗
であれば「このビジネスのオーナーですか？」と
表示されます。Google マップにお店が掲載さ
れていない新規店舗は、直接、Google ビジ
ネスプロフィールを登録できます。
https://www.google.com/intl/ja_jp/business/

　「管理を開始」ボタンをタップすると、
本当に店舗の関係者であるか、確認手

続きが行われます。「電話」の場合は 3 分以内
に Google から自動音声（日本語）の電話がか
かり、伝えられたコード番号（6 桁）を確認画面
に入力します。「郵送」の場合は店舗所在地に
確認コードが記載された葉書が約３週間で送
付されます。葉書到着後、記載された URL か
らコード番号を確認画面に入力します。「動画
撮影」の場合は指示通りの内容を撮影してアッ
プロードします。

　登録作業が完了し
たら、基本情報（営業

時間や公式サイト URL、店舗
の紹介文、写真など）を追加
し、店舗情報を充実させましょ
う。すでにクチコミが入って
いれば返信しましょう。また、
最新情報を投稿して、情報を
発信しましょう。

321

G B Pの 登 録 方法
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第２章

after コロナ

01

―
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｔ
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市

広
田
町
を
拠
点
に
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

を
き
っ
か
け
に
設
立
し
ま
し
た
。
地
元
の
中
高
生

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、
大
学
生
向
け
の
ス
タ
デ
ィ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。
修
学
旅
行
向
け

の
民
泊
の
受
け
入
れ
も
担
っ
て
お
り
、
２
０
１
９

年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
東
北
で
１
番
の

受
け
入
れ
数
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

題
材
と
し
た
地
域
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
で
き
な

い
か
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
八
幡
浜
市
ふ
る
さ
と

観
光
公
社
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
し
た
探
求
学
習
を

ど
ん
な
形
で
実
践
し
て
い
ま
す
か
。

　

八
幡
浜
市
ふ
る
さ
と
観
光
公
社
・
竹
下
事
務

局
長　

２
０
１
９
年
か
ら「
ふ
る
さ
と
南
予
感
動

体
験
」の
ブ
ラ
ン
ド
で
民
泊
を
修
学
旅
行
生
向
け

な
ど
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
南な

ん

予よ

地
域
４
市
５
町

で
10
ク
ラ
ス
４
０
０
人
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制

で
す
。
こ
の
地
域
は
ミ
カ
ン
が
有
名
で
す
が
、
魚

の
養
殖
も
盛
ん
で
、
農
林
漁
業
の
体
験
が
充
実
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
止
を
経
て
、

２
０
２
１
年
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応
し
た
探
求
学
習
を

実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
別
な
価
値
を

提
供
し
て
修
学
旅
行
生
を
誘
致
す
る
た
め
で
す
。

―
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
の
具
体
的
内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

竹
下
●
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
き
合
っ
て

も
ら
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
と
と
も
に
持

続
可
能
な
街
づ
く
り
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
地
域

の
資
源
を
い
か
に
守
り
、
伝
え
る
の
か
と
い
っ
た

課
題
で
す
。地
域
で
は
事
前
に
課
題
集
を
作
成
し
、

生
徒
は
そ
こ
か
ら
課
題
を
選
ん
だ
り
、
自
分
で
探

し
た
り
し
て
も
ら
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
校
で
の
事

前
学
習
で
は
、
質
問
内
容
な
ど
を
考
え
て
も
ら
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
た
教
育
旅
行
の
誘
客
を
本
格
化
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）に
特
化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
般
社

団
法
人
八
幡
浜
市
ふ
る
さ
と
観
光
公
社
は
、
愛
媛
県
・
南な

ん

予よ

地
域
４
市
５
町
で
の
教

育
旅
行
向
け
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ふ
る
さ
と
南
予
感
動
体
験
」に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
を
含

む
教
育
旅
行
を
実
践
し
て
い
る
。
竹
下
明
伸
事
務
局
長
は「
地
域
課
題
を
自
分
ご
と
化

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が
重
要
」と
語
る
。
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で「
農
泊
」を

修
学
旅
行
生
な
ど
に
提
供
し
て
い
る「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｔ
」と
の
情
報
交

換
を
通
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
特
化
し
た
農
泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
っ
た
。

日
本
一
の
教
育
旅
行
フ
ィ
ー
ル
ド
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
S
Ｄ
G
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

岩
手
県
陸
前
高
田
市　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｔ教育旅行向けSDGsプログラムの構築を目指すNPO法人SETのメンバー

第２章　●　after コロナ期に向けた支援取組事例

　
民
泊
先
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
具
体
的
な
体
験

を
通
し
、
課
題
解
決
の
方
向
を
探
り
、
地
域
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
班
ご
と
に
滞
在
中
の

成
果
を
ま
と
め
、
閉
村
式
で
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
発
表
の
形
を
と
り
ま
す
。
事
後

学
習
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠
組
み
へ
の
落
し
込
み
、
今

後
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
の
検
討
、
課
題
解
決

の
方
向
性
の
検
討
な
ど
を
さ
ら
に
深
め
ま
す
。

　
２
泊
３
日
の
場
合
、
２
日
目
を
交
流
体
験
の
日

に
充
て
ま
す
。
交
流
体
験
に
は
課
題
解
決
型
学
習

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
：Project　

Based　

Learning

）や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

―
―
実
践
例
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

竹
下
●
東
京
の
私
立
高
校
で
は
１
年
前
か
ら
事
前

学
習
を
し
、
最
終
日
に
班
ご
と
に
課
題
解
決
に
向

け
た
提
案
を
し
ま
し
た
。
市
長
な
ど
に
も
来
て
い

た
だ
き
、
発
表
後
に
は
生
徒
に
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

任
命
を
し
ま
し
た
。
提
案
は
、
地
元
の
人
は
思
い
つ

か
な
い
よ
う
な
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
も
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
17
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
あ
り
、
例
え
ば
二
つ
め
の
目
標
に「
飢
餓
は

ゼ
ロ
に
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
標

に
関
連
し「
持
続
可
能
な
農
業
」と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
八
幡
浜
は
ミ
カ
ン
の
産
地
で
す

が
、
３
～
４
割
が
規
格
外
。
そ
れ
を
買
っ
て
も
ら

う
に
は
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
自
分
事
化
ま

で
で
き
た
ら
い
い
。
課
題
解
決
ま
で
考
え
て
も
ら

え
れ
ば
、
関
係
人
口
に
な
っ
て
く
れ
る
と
い
う
期

待
も
あ
り
ま
す
。

―
―
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

竹
下
●
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
交
流
会
と
い
っ
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ
３
種
と
、
体
験
型
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
１
種
類
を
用
意
し
既
存
の
民
泊
プ
ロ

た
。
で
も
、３
日
目
に
体
験
を
組
み
込
む
形
な
ら
、

ピ
ー
ク
は
成
果
発
表
に
な
り
ま
す
。

―
―
課
題
解
決
的
コ
ン
テ
ン
ツ
に
特
化
し
て
企
画

し
た
理
由
や
背
景
は
あ
り
ま
す
か
。

竹
下
●
民
家
さ
ん
は
み
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

つ
い
て
自
分
ご
と
と
し
て
知
っ
て
い
て
、
語
る
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
課
題
解
決
に
関
す
る
体
験
が

１
番
、
生
徒
に
刺
さ
る
と
思
い
ま
す
。
２
泊
３
日

一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
民
家
の
方
が
こ
ん
な
課
題

が
あ
る
と
話
し
て
く
れ
て
、
解
決
策
を
生
徒
た
ち

が
自
分
た
ち
で
検
討
す
る
。
修
学
旅
行
で
民
泊
や

る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
正
解
な
の
か
な
と
思
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

旅
行
会
社
か
ら
の
助
言
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
私
立
大
学
に
進
学
し
よ
う
と
し
た
時
に
、

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
リ
オ
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
の
履

歴
記
録
の
提
出
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
て
、
そ

こ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
が
書
け
れ
ば
非
常
に

有
効
に
な
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

―
―
地
域
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
受
け
入
れ
は
ど
う

で
す
か
。

竹
下
●
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

書
き
込
む
程
度
で
、
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
に
と
っ
て
は
具
体
的

な
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
話
す
方
が
刺
さ
る
と

思
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
ど
う
自
分
事
化
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
も
、
生
徒
が
課
題
解
決
に
つ
い
て
提
案
す
る
時

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
何
番
だ
と
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
前
面
に
言
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
目
標
の
何
番
か
と
い
う
の
は
表
面
的
な
部

分
も
あ
り
、
課
題
に
特
化
し
て
話
を
し
た
方
が
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ム
に
上
乗
せ
し
て
い
ま
す
が
、
上
乗
せ
料
金

を
頂
い
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で
す
。
民
家
さ
ん

に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
ま
ま

で
は
長
続
き
し
な
い
の
で
は
、と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
京
都
の
高
校
で
は
３
日
間
の
う
ち
、
２
日
目
ま

で
に
家
業
体
験
、
選
択
体
験
し
、
さ
ら
に
３
日
目

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
を
入
れ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
学

校
か
ら
旅
行
中
事
前
、
事
後
学
習
の
内
容
を
盛
り

込
ん
で
、と
い
う
要
望
が
あ
り
、対
応
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
な
ら
３
日
目
の
午
前
、
午
後
の
部
分
に
家

業
体
験
の
費
用
を
出
し
て
も
ら
え
る
。
今
ま
で
は

０
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
生
徒
１
人
何
千
円
か
い
た
だ

け
る
。
こ
れ
だ
っ
た
ら
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
上
に

よ
り
高
い
価
値
が
提
供
で
き
ま
す
。

　
民
家
さ
ん
に
は
体
験
の
中
で
課
題
を
生
徒
と
共

有
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
民
家
の
人
と
生

徒
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
課
題
を
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
に

書
い
て
貼
っ
て
い
く
。
そ
し
て
対
策
を
練
り
、
ど

ん
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
ｓ
に
関
連
す
る
か
考
え
ま
す
。

　
か
ん
き
つ
の
話
で
は
６
次
産
業
化
、
ミ
カ
ン
を

ど
う
加
工
販
売
す
る
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
八
幡
浜
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
世
界
マ
ー

マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
」を
活
用
し
て「
マ
ー
マ
レ
ー

ド
作
る
人
を
増
や
し
た
ら
ど
う
か
」と
い
う
対
策

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
世
界
大
会
に
は
生
徒
も
応
募

し
、
受
賞
し
た
も
の
を
地
域
の
人
た
ち
が
作
っ
て

く
れ
る
よ
う
な
流
れ
も
で
き
る
な
ど
の
話
で
す
。

そ
れ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
中
で
２
番
か
も
し
れ

な
い
な
ど
と
、
最
後
に
発
表
し
ま
す
。

　
民
泊
が
終
わ
っ
て
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し

た
例
が
あ
る
の
で
す
が
、
民
泊
で
生
徒
た
ち
の
気

持
ち
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
の
学
習
の
意
欲

が
湧
い
て
こ
な
い
と
い
う
問
題
例
が
あ
り
ま
し

▲教育旅行向け体験プログラム「ふるさと南予感動体験」
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―
―
株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
農
家
蔵
は
青

森
県
の
津
軽
地
方
の
平
川
市
で
、
修
学
旅
行
生
の

農
家
民
泊
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
修
学
旅

行
以
外
に
も
一
般
客
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
が

多
く
な
っ
て
き
た
の
で
別
団
体
と
と
も
に
受
け
入

れ
態
勢
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
集
客
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

今
後
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
回
復
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
か
っ
た
宗
教
的
な
対
応
や
、

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
向
け
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
・
川
野
陽

子
代
表
●
動
物
の
肉
や
魚
介
類
を
食
べ
な
い
の
が

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
、
そ
れ
に
加
え
て
動
物
に
由
来

す
る
も
の
例
え
ば
卵
や
牛
乳
も
口
に
し
な
い
人
を

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と
い
い
ま
す
。
社
会
に
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
や
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
に
も
対
応
し
た
食
の
選
択
肢
を

増
や
す
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に

は
動
物
の
福
祉
を
守
り
、
環
境
に
優
し
く
、
健
康

に
も
優
し
い
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
大
学
か
ら

の
相
談
も
受
け
、
大
学
食
堂
に
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
の
メ

ニ
ュ
ー
を
入
れ
る
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

―
―
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
認
証
の
マ
ー
ク
も
広
が
り
を
み

せ
て
い
ま
す
ね
。

川
野
●
メ
ー
カ
ー
や
飲
食
店
に
も
使
っ
て
い
た
だ

き
、
日
本
で
１
番
使
わ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
に
な
り

ま
し
た
。
食
品
メ
ー
カ
ー
の
商
品
開
発
の
サ
ポ
ー

ト
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
人
た
ち
を
集
め
た
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
し
て
い
ま
す
。
２
年
前
は
群
馬
県
の

伊
香
保
温
泉
を
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
も
お
も
て
な
し
で

き
る
地
域
に
し
よ
う
と
国
土
交
通
省
の
事
業
と
し

て
進
め
ま
し
た
。

―
―
食
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
注

目
す
る
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
意
義
が
あ
り
ま
す
か
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
、
外
国
人
受
け
入
れ
の
環
境
整
備
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
海
外
で
は
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
や
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と
い
っ
た
菜
食
を
基
本
と
す
る
人
た
ち

が
増
え
、
宿
泊
施
設
で
の
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
は
食
の
多
様
化
も
不
可
欠
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
外
国
人
観
光
客
の
取
り
込
み
を
本
格
的
に
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ー
ム
農
家
蔵（
青
森
県
平
川
市
）も
、
農
泊
を
受
け
入
れ
て
い
る
農
家
や
地
域
の

食
堂
で
食
の
多
様
化
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
認
証
マ
ー
ク
や

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
認
証
マ
ー
ク
の
普
及
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

法
人
ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
の
川
野
陽
子
代
表
に
、
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開
に
向
け
農
泊
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

青
森
県
平
川
市　

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
農
家
蔵

グリーンファーム農家蔵でのインバウンドの受入れのようす
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川
野
●
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
配
慮
を
す
る
こ
と
で
新

し
い
客
層
を
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
例

え
ば
宗
教
上
の
理
由
で
食
の
禁
忌
が
あ
る
方
に
も

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
宗
教
の
決
ま
り
や
人
々
の
実
践
の
仕
方
な
ど

に
よ
る
た
め
全
て
の
方
に
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
や
ユ

ダ
ヤ
教
徒
の
中
に
は
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
や
ヴ
ィ
ー
ガ

ン
用
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ら
、
肉
は
な
い
か
ら
喜
ん
で

食
べ
ま
す
と
い
う
方
も
い
ま
す
。「
で
き
る
だ
け

ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
」と
い
う
フ
レ
キ
シ
タ
リ
ア
ン
と

言
わ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
フ

レ
キ
シ
タ
リ
ア
ン
が
人
口
の
半
分
を
占
め
た
と
伝

え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
も
３
割
が
フ
レ
キ
シ
タ
リ

ア
ン
と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
。
植
物
由
来
の
食

物
と
い
う
意
味
で
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
と
い
う
言
葉

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

―
―
地
域
で
受
け
入
れ
を
準
備
す
る
に
は
、
ど
の

よ
う
な
対
応
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

川
野
●
お
客
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
が
あ
る
の

で
、「
ど
う
い
っ
た
も
の
を
め
し
上
が
り
ま
す
か
」

と
聞
く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

近
づ
け
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
い
き
な
り
全
部
や
ろ
う
と
す
る
と
負
担
に
な

る
の
で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
も
大

事
で
す
。

　
成
功
し
た
飲
食
店
は
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
だ
け
を

特
別
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
も
あ
り
ま

す
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
対
応
だ
と
わ
か
る
表
示
は
必

要
で
す
が
、「
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
用
」と
打
ち
出
さ
ず
、

お
い
し
く
て
価
格
も
普
通
の
も
の
と
大
き
く
は
変

わ
ら
な
い
程
度
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
以
外
も
楽
し
め
る
目
玉
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り

ま
す
。

―
―
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、
発
信
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
ね
。

川
野
●
発
信
を
し
て
い
な
い
と
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

た
ち
が
情
報
に
た
ど
り
着
き
ま
せ
ん
。
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
の
人
た
ち
も「
私
た
ち
が
食
べ
る
も
の
が
な

い
だ
ろ
う
」と
い
う
所
に
は
、
近
寄
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
対
応
し
て
情
報
発
信
し
た
ら
、「
行
っ

て
み
よ
う
」と
い
う
人
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

理
想
は
、
お
客
さ
ん
が
選
べ
る
よ
う
に
メ

ニ
ュ
ー
を
創
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
２
種
類
、
３
種
類
を
別
に
用
意

す
る
の
は
手
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、

と
て
も
お
い
し
い
料
理
が
実
は
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
対

応
だ
か
ら
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
も
食
べ
る
こ
と
が
で

き
多
く
の
人
が
選
び
た
い
も
の
に
な
る
と
い
う
よ

う
な
形
が
最
高
で
す
。
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
が
い
る
か

ら
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
な
く
て
は
と

思
う
の
で
は
な
く
、
と
て
も
す
て
き
な
お
料
理
が

食
べ
ら
れ
て
、「
実
は
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
向
け
だ
か
ら

み
ん
な
食
べ
ら
れ
る
」と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
う

い
う
取
組
み
方
が
で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
普
段
の
郷
土
料
理
を
生
か
し
て
メ
ニ
ュ
ー
化
す

る
取
り
組
み
が
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
豆

腐
料
理
が
売
り
の
お
店
だ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
和
食
系

で
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
厚

揚
げ
を
普
通
に
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
い
て
、
大
根
お

ろ
し
を
上
に
載
せ
て
し
ょ
う
ゆ
を
か
け
る
シ
ン
プ

ル
な
料
理
が
、
日
本
人
に
も
外
国
人
に
も
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
和
食
の
だ
し
汁
は
魚
の
エ
キ

ス
が
入
っ
て
い
る
と
使
え
ま
せ
ん
が
、
昆
布
や
し

い
た
け
の
み
で
だ
し
を
と
っ
た
り
、
調
味
料
は
シ

ン
プ
ル
な
し
ょ
う
ゆ
だ
け
と
い
う
味
付
け
に
し
た

り
し
て
も
、
大
丈
夫
で
す
。
事
業
者
の
方
に
で
き

る
だ
け
負
担
に
な
ら
な
い
中
で
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
模
索
さ
れ
る
の
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
す
こ

と
。「
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
は
何
に
喜
び
ま
す
か
」と
聞

か
れ
ま
す
が
、「
何
で
も
喜
び
ま
す
」と
答
え
ま
す
。

―
―
食
事
を
囲
む
人
が
と
同
じ
よ
う
な
料
理
を
食

べ
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
。

川
野
●
肉
や
魚
を
代
替
食
材
に
変
更
し
た
通
常
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
と
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。
肉
に

似
せ
た
食
材
も
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
し
、
肉
や

魚
の
代
わ
り
に
豆
腐
や
が
ん
も
ど
き
を
使
う
こ
と

も
可
能
で
す
。
宗
教
上
の
理
由
で
肉
が
食
べ
ら
れ

な
い
方
に
も
、
元
々
は
肉
が
好
き
だ
け
ど
や
め
た

方
に
も
、
こ
う
い
う
メ
ニ
ュ
ー
は
好
評
で
す
。
デ

ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
、
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
な
ど
調
味

料
も
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
向
け
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
向
け
の

既
製
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
な
ど
で

既
製
品
を
地
域
で
共
同
購
入
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
が

下
が
り
ま
す
。

　
味
や
見
栄
え
も
含
め
本
来
の
も
の
に
な
る
べ
く

▲NPO法人ベジプロジェクトジャパン資料
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第２章　●　after コロナ期に向けた支援取組事例

―
―
青
森
県
自
然
体
験
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

協
議
会
は
、
青
森
県
の
自
然
を
広
め
る
た
め
に
複

数
の
団
体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
元
リ
ン
ゴ
農
園
で
豚
を
放

牧
し
、
元
廃
校
で
生
ハ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。
生

ハ
ム
塾
に
は
県
外
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
ま
す

し
、
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
や
瑠
璃
色
の
ト
ン
ボ
な
ど

が
生
息
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
も
特
徴
で
す
。
た

だ
、
地
元
旅
行
会
社
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
に
は
限
界
が

あ
り
、
さ
ら
な
る
活
動
の
拡
大
に
向
け
て
発
信
力

の
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｔ
Ａ
と
は
ど
ん

な
サ
ー
ビ
ス
で
し
ょ
う
か
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
・
佐
々
木
心
也
●
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
旅
行
目
的
地
で
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
農
泊
な
ど
を
販
売
す
る
着
地

型
観
光
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
生
ハ
ム
工
房

や
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
の
販
売
に
も
お
役
に
立
て
る
可
能
性
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

売
り
手
側
と
造
成
側
で
地
域
性
、
こ
こ
で
し
か

で
き
な
い
体
験
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
組
み
合
わ

せ
て
い
く
事
だ
と
思
い
ま
す
。
大
手
旅
行
会
社

は
有
名
な
観
光
地
、
京
都
、
北
海
道
、
沖
縄
が

中
心
で
す
が
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
は
、
地
域
性
が
強
く
、

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
の
販
売
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
―
海
外
へ
の
発
信
も
得
意
分
野
で
す
ね
。

佐
々
木
●
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
向
け
に
、
日
本
語
の
Ｐ
Ｒ
文
章
を
自
動

的
に
英
語
、
簡
体
中
国
語
、
繁
体
中
国
語
、
韓
国

語
、
タ
イ
語
に
自
動
翻
訳
す
る
仕
組
み
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
元
々
は
海
外
旅
行
に
強
い
Ｈ
Ｉ
Ｓ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
中
で
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

へ
の
集
客
に
向
け
て
動
き
出
す
地
域
が
増
え
て
い
る
。
青
森
県
大
鰐
町
の
青
森
県
自

然
体
験
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
は
、
廃
校
を
活
用
し
た
生
ハ
ム
工
房
や
、

自
然
体
験
塾
を
運
営
し
て
い
る
も
の
の
、
集
客
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
に
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
国
内
、
海
外
に
向
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
旅
行
商
品
を
発
信
し
て
い

る
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト（
Ｏ
Ｔ
Ａ
）の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ジ
ャ
パ

ン
の
佐
々
木
心
也
氏
か
ら
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
仕
組
み
や
特
徴
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

農
泊
型
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

情
報
発
信
・
Ｏ
Ｔ
Ａ
販
路
開
拓
に
つ
い
て

青
森
県
大
鰐
町　

青
森
県
自
然
体
験
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

生ハム工房での体験のようす

グ
ル
ー
プ
で
し
た
が
、
今
は
台
湾
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
大
手

の
Ｋ
Ｋ
ｄ
ａ
ｙ
と
業
務
提
携
し
て
お
り
、
日
本
人

と
外
国
人
の
両
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
ま

す
。
登
録
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
は
４
千
社
、
体
験
項

目
３
７
０
種
、
体
験
プ
ラ
ン
数
１
万
５
千
種
を
数

え
ま
す
。

　
Ｏ
Ｔ
Ａ
は
、
他
に
国
内
向
け
が
じ
ゃ
ら
ん
、
ア

ソ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
海
外
で
は
ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
な
ど
。
我
々

と
同
様
、
海
外
も
国
内
も
対
応
出
来
る
サ
イ
ト
と

し
て
ベ
ル
ト
ラ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｓ
や
日
本
旅
行
な
ど
の
国
内
の
リ
ア
ル

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。
大
手
旅

行
会
社
な
ど
の
リ
ア
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
も
体
験

メ
ニ
ュ
ー
用
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

弊
社
の
サ
イ
ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
登
録
す
る
と
、

多
く
の
旅
行
会
社
の
サ
イ
ト
に
も
連
動
し
て
掲
載

さ
れ
、
一
気
に
予
約
の
導
線
が
作
れ
ま
す
。
決
済

は
予
約
時
に
済
ま
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
現

地
で
の
お
金
の
や
り
と
り
は
無
く
な
り
ま
す
。

―
―
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｏ
Ｔ
Ａ
サ
イ
ト
で
予
約
に
至
ら
な
く
て
も
、
多

く
の
人
が
訪
れ
る
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
る
だ
け

で
、
認
知
度
が
広
が
り
、
自
社
サ
イ
ト
へ
誘
導
し

て
、
直
で
予
約
が
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
多
言

語
対
応
も
自
動
的
に
無
料
で
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
精

度
も
向
上
し
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
に
販
売
プ
ラ

ン
を
登
録
す
れ
ば
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
全
て
５

カ
国
語
に
変
換
さ
れ
世
界
中
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し
、
海
外
向
け
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
発
信
す
る
こ
と
も
別
予
算
で
可
能
で
す
。
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
提
携
す
る
Ｋ
Ｋ
ｄ
ａ

ｙ
が
台
湾
に
55
万
人
の
登
録
者
を
持
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
向
け
て
発
信
も
で

き
ま
す
。

―
―
ど
ん
な
変
化
を
生
み
出
せ
ま
す
か
。

紙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
一
度
作
る
と
作
り
直
し
が

難
し
い
で
す
が
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
内

容
は
、
い
つ
で
も
何
回
で
も
作
り
込
み
、
直
し
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
予
約
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
今

ま
で
は
電
話
対
応
が
主
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
い
て
も
結
局
、
電
話
で
予
約
を
受
け
る
例

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
全
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
お
客
様

は
Ｗ
ｅ
ｂ
を
見
て
予
約
を
し
た
ら
そ
の
時
点
で
決

済
さ
れ
ま
す
。

　
決
済
も
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
な
ど
多
様
な
方
法
で
事
前
に
済
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
、
当
日
に
な
っ
て
現
れ
な
い
お
客
様
、
ノ
ー

―
―
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

　
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
多
く
は
比
較
検
討
サ
イ
ト
で
あ
る
点

で
す
。
他
で
同
じ
よ
う
な
プ
ラ
ン
が
あ
れ
ば
比
較

さ
れ
、
価
格
競
争
に
参
入
し
て
し
ま
い
ま
す
。

手
数
料
は
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
で
も
必
要
で
す
。
弊
社
の
初

期
費
用
は
ゼ
ロ
で
す
が
、
成
果
報
酬
型
と
し
て
、

成
約
ご
と
に
決
済
手
数
料
込
み
で
国
内
13
％
、
海

外
18
％
が
必
要
で
す
。
た
だ
、
リ
ア
ル
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
は
国
内
分
で
も
２
割
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
Ｏ

Ｔ
Ａ
の
ほ
う
が
費
用
は
抑
え
ら
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
現
場
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
人
も
必
要
で
す
ね
。

佐
々
木
●
予
約
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
す
る
現
地
の
人
は
絶
対
必
要
で
す
。
宿
、
交

通
、
送
迎
も
含
め
全
て
一
括
し
て
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

と
管
理
を
す
る
役
目
の
人
材
で
す
。
各
地
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）は
本
来
、
観
光
地
域

を
作
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
現
地
で
の
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
は
旅
行
業
を
持
っ
て
お

り
、
福
島
県
の
二
本
松
農
泊
推
進
協
議
会
と
共
同

で
、
宿
泊
も
交
通
も
全
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
地
で
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

―
―
ど
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ

う
か
。

　
Ｏ
Ｔ
Ａ
を
、
国
内
や
台
湾
だ
け
に
限
っ
て
対
応

し
て
み
る
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
も
可
能
で
す
。
今

の
価
格
か
ら
少
し
上
げ
、
高
級
版
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

値
段
を
安
く
し
て
集
客
す
る
例
も
あ
り
ま
す
が
、
周

り
を
巻
き
込
む
力
を
付
け
る
意
味
で
も
少
し
高
い

値
段
の
販
売
に
挑
戦
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
事
前
決
済
で
予
約
を
し
て
い
ま
す
し
、
キ
ャ

ン
セ
ル
料
金
も
シ
ス
テ
ム
で
登
録
し
て
い
ま
す

の
で
、
当
日
無
連
絡
で
来
な
か
っ
た
場
合
で
も

１
０
０
％
、料
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。ノ
ー
シ
ョ
ー

は
従
来
、
食
事
や
体
験
の
準
備
を
し
て
い
る
の
で

販
売
側
の
リ
ス
ク
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
解

消
さ
れ
ま
す
。

　
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
で
、
お
客
が
ど
の
サ
イ
ト

か
ら
ど
の
よ
う
に
来
て
予
約
し
て
い
る
の
か
も
分

か
り
ま
す
。
収
益
ア
ッ
プ
、
コ
ス
ト
削
減
を
後
押

し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲アクティビティジャパン資料
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開催
報告

　

東
北
農
政
局
で
は
、「
東
北
農
政
局
農
泊
促
進

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」と
し
て
、
制
度
理
解
の

促
進
及
び
地
域
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
農
泊
の
取
組
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て
、
農

泊
実
施
地
域
の
掘
り
起
こ
し
に
向
け
た
農
山
漁
村

振
興
交
付
金（
農
泊
推
進
対
策
）事
業
説
明
会「
東

北
農
泊
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

た
。

　

晩
秋
の
季
節
を
迎
え
た
宮
城
県
柴
田
町
、
築

１
７
０
年
の
古
民
家
宿「
柚
子
の
あ
ぜ
道
雨
乞
の

か
え
る
」に
て
、
古
民
家
の
味
わ
い
、
農
山
村
の

雰
囲
気
を
堪
能
し
な
が
ら
開
催
さ
れ
た
。

　
基
調
講
演
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
農
泊
の
第
１
人
者
で
あ
る
、
東
洋
大
学
名
誉
教

授
で
あ
り
、
一
般
社
団
法
人
日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
協
会
品
質
評
価
支
援
研
究
所
所
長
で
あ
る
青
木

辰
司
氏
よ
り「
地
域
の
特
性
を
活
か
す
農
泊
の
魅

力
」と
題
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
再
注
目
を
さ
れ
る

農
泊
の
魅
力
を
お
伝
え
い
た
だ
い
た
。

　
ま
た
、
実
践
者
2
名
よ
り
活
動
事
例
を
発
表
い

た
だ
い
た
。
一
人
目
は
、
会
場
で
あ
る
古
民
家
宿

「
柚
子
の
あ
ぜ
道
雨
乞
の
か
え
る
」の
オ
ー
ナ
ー
で

も
あ
る
一
般
社
団
法
人
か
か
か
し
の
一
本
足
か
え

る
の
あ
ぐ
ら
代
表
嶋
﨑
康
二
氏
よ
り
、「
地
域
住

民
と
非
地
域
住
民
に
よ
る
里
山
づ
く
り
」と
題
し

て
、
緩
や
か
な
移
住
者
目
線
で
の
農
泊
の
活
動
に

つ
い
て
お
伝
え
い
た
だ
い
た
。

　

二
人
目
は
、
秋
田
県
北
秋
田
市
で「
マ
タ
ギ
の

　

東
北
農
政
局
で
は
、「
東
北
農
政
局
農
泊
促
進

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」と
し
て
日
本
農
業
遺
産

の
認
定
地
域
で
あ
る
山
形
県
最
上
川
流
域
に
お
い

て
、
農
業
分
野
と
観
光
分
野
の
連
携
に
よ
る
地
域

の
魅
力
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
観
光
誘
客
や「
最

上
紅
花
」の
認
知
度
向
上
、
地
域
活
性
化
等
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
を
行
っ
た
。

　
こ
の
取
組
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
資
源
の
活
用

方
向
に
つ
い
て
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
や
コ
ン
テ
ン

ツ
を
抽
出
し
、農
観
連
携
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、

農
林
漁
業
者
や
旅
行
事
業
者
の
ほ
か
、
地
域
内
外

の
多
種
多
様
な
事
業
者
・
人
材
の
関
わ
り
を
拡
大

す
る
体
制
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
で
き

る
よ
う
、
地
元
関
係
機
関
の
担
当
者
及
び
農
泊
関

連
の
取
組
の
実
践
者
の
方
々
を
対
象
に
し
た
意
見

交
換
会
を
開
催
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、農
観
連
携
に
知
見
が
あ
り
、

世
界
農
業
遺
産
等
専
門
家
会
議
委
員
で
も
あ
っ
た

同
志
社
大
学
の
大
和
田
順
子
氏
よ
り
、「
山
形
県

最
上
川
流
域
に
お
け
る
農
観
連
携
の
重
要
性
に
つ

い
て
」と
題
し
て
講
義
を
頂
い
た
。

　
ま
た
、
実
践
者
の
事
例
発
表
と
し
て
、
鳴
子
温

泉
も
り
た
び
の
会　
加
賀
道
氏
よ
り
農
観
連
携
の

取
組
み
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、「
農
観
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
を
考
え
る
」と
題
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別

東北農泊スタートアップセミナー
コロナ禍を経て再注目される
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」を

営
ま
れ
て
い
る
織
山

英
行
氏
よ
り
、「
埋
も

れ
か
け
た
文
化（
魅

力
）の
掘
り
起
し
」と

題
し
て
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
宿
や
農

泊
の
魅
力
を
お
伝
え

い
た
だ
い
た
。

　

農
泊
事
業
の
説
明

と
し
て
、
農
林
水
産

省
農
村
振
興
局
農
村

政
策
部
都
市
農
村
交
流
課
根
井
係
長
か
ら
令
和
５

年
度
の
農
泊
事
業
や
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
に
つ

い
て
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　
東
北
各
地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
、
約
60
名

の
参
加
者
が
集
い
、
各
発
表
者
の
発
表
に
耳
を
傾

け
、
間
も
な
く
光
が
差
し
始
め
る
で
あ
ろ
う
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
農
泊
に
向
け
、
活
動
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
よ
う
と
い
う
地
域
・
人
々
に
と
っ
て
は
、
特

に
意
欲
を
高
め
る
内
容
と
な
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
に
つ
い
て
は
、

Youtube

に
て
限
定
公
開
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

（https://youtu.be/4lIrccj0TzM

）

に
参
加
者
が
分
か
れ
、
地
域
資
源
の
ア
イ
デ
ア

出
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　
そ
の
意
見
交
換
会
を
踏
ま
え
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
誘
客
の
た
め
、
旅
行
事
業
者
等
に
向

け
た
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
と
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
を

実
施
し
、
農
観
連
携
の
推
進
、
地
域
資
源
を
使
っ

た
テ
ー
マ
性
の
あ
る
旅
行
商
品
等
の
造
成
へ
向

け
、
農
泊
推
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
に
は
、
東
京
都
内
・
仙
台
市

内
・
山
形
県
内
よ
り
旅
行
事
業
者
・
航
空
事
業
者
・

貸
切
バ
ス
事
業
者
・
国
際
誘
客
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

等
が
参
加
し
、
山
形
紅
花
の
魅
力
を
実
際
に
体
感

す
る
と
と
も
に
、
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
で
は
、
各
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第３章　●　開催報告

● と　き　令和4年11月30日（水）
● ところ　宮城県柴田町　古民家宿「柚子のあぜ道雨乞のかえる」

● と　き　令和4年12月12日（月）
● ところ　山形県山形市　山形県JAビル

● と　き　令和5年2月13日（月）～14日（火）
● ところ　山形県　河北町・白鷹町・天童市・中山町

山形紅花農観連携ファムトリップ・マッチング商談会

山形紅花農観連携ネットワーク構築に向けた意見交換会

受
入
自
治
体
・
関
係
者
よ
り
地
域
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ

を
お
こ
な
っ
た
。

　
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
に
参
加
を
し
た
国
際
誘
客
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
り
、
欧
米
向
け
に
東
北
地
方

を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
を
制
作
す
るYoutuber
フ
ェ

リ
ス
氏
の
動
画
。（https://w

w
w

.youtube.
com

/w
atch?v=-caxATSjfG

8

）
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お
わ
り
に

　
人
口
30
万
人
弱
の
岩
手
県
盛
岡
市
が
、
世

界
の
都
市
の
中
で
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
て
い

る
。
令
和
５
年
１
月
、
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
が
「
２
０
２
３
年
に
行
く
べ
き
52

カ
所
」
の
一
つ
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
次
い

で
２
番
目
に
盛
岡
市
を
紹
介
し
た
の
だ
。
こ

れ
を
受
け
、
観
光
情
報
な
ど
を
求
め
る
盛
岡

市
役
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
急
増
す
る
な
ど

反
響
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
記
事
は
盛
岡
市
に
つ
い
て
、

▽
混
雑
を
避
け
て
歩
い
て
楽
し
め
る
美
し
い

場
所

▽
山
に
囲
ま
れ
、
い
く
つ
も
の
川
が
流
れ
る

豊
か
な
自
然
が
あ
る

▽
盛
岡
城
跡
や
赤
れ
ん
が
の
岩
手
銀
行
旧
本

店
本
館
な
ど
和
洋
折
衷
の
伝
統
的
な
建
物

が
並
ぶ

▽
東
京
か
ら
新
幹
線
で
約
２
時
間
、
な
ど
と

紹
介
し
て
い
る
。

　
盛
岡
を
推
薦
し
た
ラ
イ
タ
ー
の
ク
レ
イ
グ
・

モ
ド
さ
ん（
42
） =

神
奈
川
県
鎌
倉
市
在
住 =

は
、
日
本
滞
在
約
23
年
で
、
国
内
各
地
を
巡
っ

て
き
た
。
盛
岡
市
は
２
０
２
０
年
に
初
め
て

訪
れ
、「
市
民
の
優
し
さ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
料

理
も
お
い
し
く
、
歴
史
が
あ
る
街
並
み
は
歩

き
や
す
い
」
と
ひ
か
れ
た
と
い
う
。

　
冷
静
に
考
え
る
と
、
東
北
地
方
の
ど
の
農

山
漁
村
地
域
、
農
泊
地
域
に
お
い
て
も
同
様

に
当
て
は
ま
る
魅
力
が
同
じ
よ
う
に
あ
る
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
、

東
北
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
数
は
多
い

と
は
言
え
な
か
っ
た
。
２
０
１
８
年
の
訪
日

外
国
人
の
う
ち
、
東
北
で
宿
泊
し
た
の
は
１
・

５
％
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

　
東
北
地
方
の
農
山
漁
村
地
域
は
、
ダ
イ
ヤ
の

原
石
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
輝
か
し
い
光

輝
く
地
域
の
宝
石
を
、地
域
一
体
と
な
り
磨
き
、

保
全
し
て
い
く
こ
と
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
持
続
可
能
な
農
泊
へ
の
第
１
歩
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

一
般
社
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法
人 

全
国
農
協
観
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協
会

受入地域の体制整備支援プログラムをご提供しております。お気軽に以下の箇所までご相談ください。

農泊やグリーン･ツーリズムを中心とした
　　　地域づくりを取り組まれる団体･自治体のみなさまへ
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